
大　会　宣　言
　本日、私たち社会福祉関係者は、一関文化センターに集い、
第９回一関市社会福祉大会を開催しました。
　大会では、社会福祉の活動に尽力された方々への感謝と、
「地域福祉活動計画に期待する」と題したパネルディスカッ
ションでは、市民や福祉関係機関、団体、行政の役割分担に
よる地域福祉活動の推進方策について学びました。
　我が国の社会情勢、経済状況は明るい兆しは見られるもの
の依然不透明であり、市民一人ひとりを取り巻く環境の改善
はいまだ見通せない状況にあります。
　また、東日本大震災からおよそ３年半がたちましたが、復
興もいまだ途上であり、被災した市民はもとより、他の地域
で被災され当市に避難してきた方々は、将来への見通しをは
じめ、さまざまな個別の生活課題に直面しております。
　加えて、地域における過疎化の進行、少子高齢化や人口の
減少傾向により地域社会が大きく様変わりしております。
　このような現状を踏まえて、「支え合い　幸せ感じる　地
域の暮らし」を基本理念に私たちは、福祉関係者はもとより、
市民全体での取り組みが必要であることを再確認し、次の事
項を重点に福祉のまちづくりにまい進してまいります。

一、被災された方々に寄り添い、引き続き自立への支援に努
めます。

一、市民の主体的な福祉活動の推進と地域資源とのネット
ワークの整備に努めます。

一、市民の意思と力を地域福祉活動として結集し、生活を基
本とする福祉活動の推進に努めます。

　以上、本大会において宣言します。[2014年8月29日発行]
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七
月
二
十
五
日
第
九
回
一
関
市
社
会
福
祉
大

会
は
、
い
ま
ま
で
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
福
祉

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感

謝
と
顕
彰
を
行
い
な
が
ら
、
関
係
者
と
心
を
合

わ
せ
て
理
念
の
実
現
に
向
け
て
よ
り
一
層
の
努

力
を
誓
い
合
う
機
会
と
す
る
た
め
、
福
祉
関
係

者
、
市
民
約
四
百
二
十
人
が
参
加
し
て
一
関
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

坂
本
社
協
会
長
が
「
本
日
は
大
変
お
忙
し
い

中
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
生
き
が
い
を

も
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
構
築
こ
そ
幸
せ
の
原
点
で
あ
り
、「
支

え
合
い　

幸
せ
感
じ
る　

地
域
の
暮
ら
し
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と

自
立
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
関
市
の
社
会
福

祉
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感

謝
と
顕
彰
を
行
う
と
共
に
、
昨
年
度
策
定
し
た

「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
と
市
民
、
関
係
機
関
、

団
体
、
行
政
と
の
役
割
分
担
と
地
域
福
祉
活
動

の
推
進
方
策
の
共
通
理
解
を
図
る
た
め
、
東
北

福
祉
大
学
総
合
福
祉
学
部
の
都
築
教
授
の
基
調

講
話
を
は
じ
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
理
解
を

深
め
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
決
意
を
誓

い
合
い
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
誓
い
が
本
日
参
加
さ
れ
た
方
々
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
皆
様
へ
の
大
き
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
主
催
者
と

し
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

表
彰
は
、
役
職
員
、
福
祉
委
員
、
民
生
児
童

委
員
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
等
の
方
々

に
表
彰
状
、
福
祉
事
業
、
共
同
募
金
へ
の
寄
付

個
人
・
団
体
に
感
謝
状
が
、
家
庭
介
護
者
の
方

に
褒
章
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
最
初
に

東
北
福
祉
大
学
総
合
福
祉
学
部
都
築
光
一
教
授

に
よ
る
基
調
講
話
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
中
山

間
地
域
、
人
と
人
の
繋
が
り
の
重
要
性
、
求
め

ら
れ
る
地
方
の
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
本
孝
彦
一
関

市
保
健
福
祉
部
長
、
佐
藤
洋
明
一
関
市
民
生
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
長
、
鈴
木
久
仁
子
一
関
東

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
の
各
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら「
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
期
待
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
評
議
員
の
新
妻
由
利
子
さ
ん
が
大

会
宣
言
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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司
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舘　

勝　

義

　
　

小　

嶋　

哲　

郎

花
泉
支
部

　
　

岩　

渕　

英　

雄

　
　

佐　

藤　
　
　

宏

　
　

小
野
寺　

一　

之

　
　

阿　

部　

郁　

夫

　
　

鵜　

浦　

隆　

司

　
　

佐
々
木　
　
　

弘

　
　

髙　

橋　
　
　

康

　
　

阿　

部　

治　

男

第
９
回　

一
関
市
社
会
福
祉
大
会

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

いちのせき社協だより3



合
一
関
地
区
本
部

　
　

Ｎ 

Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株

式
会
社
一
関
工
場

　
　

一 

関
市
女
性
セ
ン

タ
ー
自
主
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
実

行
委
員
会

　
　

有
限
会
社
澁
屋

　
　

曹 

洞
宗
岩
手
県
第
七

教
区
寺
族
会

　
　

一 

関
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

　
　
日 

蓮
宗
岩
手
県
宗
務
所

花
泉
支
部

　
　

花
泉
町
仏
教
会

⑵　

奉
仕

一
関
支
部

　
　

一 

関
市
立
赤
荻
小
学

校
福
祉
委
員
会

　
　

社 

会
福
祉
法
人　

平

成
会

　
　
サ 

ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

ズ
一
関

川
崎
支
部

　
　

川 

崎
商
店
街
に
ぎ
わ

い
市
実
行
委
員
会

藤
沢
支
部

　
　

及　

川　

タ
ミ
子

　
　

千　

葉　
　
　

修

　
　

三　

浦　

留　

男

　
　

佐　

藤　

健　

吾

　
　

石　

本　

町　

子

　
　

小
野
寺　

利　

夫

　
　

膝　

館　

圭　

石

　
　

畠　

山　

輝　

男

　
　

千　

葉　

隆　

一

　
　

千　

葉　

昇　

司

　
　

熊　

谷　
　
　

昇

　
　

千　

葉　

卓　

弥

　
　

千　

葉　

正　

義

　
　

小
野
寺　

ス
エ
コ

　
　

千　

葉　

貞　

子

　
　

佐　

藤　

総　

一

　
　

阿　

部　

正　

昭

⑵　

福
祉
事
業
へ
の
寄
附

　
　

団
体

　
（
５
万
円
以
上
の
寄
附
）

一
関
支
部

　
　

茶
道
裏
千
家

　
　
　
淡
交
会
岩
手
南
支
部

　
　
　

民
謡　

徳
声
会

　
　

一
関
地
区
保
護
司
会

　
　
　

 

第
24
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
踊
り
の
会

　
　

一
関
茶
道
会

　
　

一 

関
第
43
回
民
謡
と

民
舞
踊
の
つ
ど
い

　
　

特 

定
非
営
利
活
動
法

人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

い
こ
い

　
　

一
関
信
用
金
庫
本
店

　
　
　

信
友
会

　
　
　

し
あ
わ
せ
の
会

　
　

関
水
会

　
　
　

関
水
書
道
会

　
　

法
泉
寺
寒
修
行
団

　
　

一 

関
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
一
関
支
部

大
東
支
部

　
　

一 

文
字
美
咲
実
行
委

員
会

　
　

大
東
芸
術
文
化
協
会

　
　
　

摺
沢
支
部

　
　

大 

東
芸
術
文
化
協
会

大
原
支
部

千
厩
支
部

　
　

新
駒
会

　
　

千 
厩
町
昭
六
会
同
級

生
一
同

　
　

南 
岩
手
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ク
ラ
ブ

東
山
支
部

　
　

田
河
津
婦
人
会

藤
沢
支
部

　
　

株
式
会
社
ア
ー
ク

７
．
共
同
募
金
へ
の
寄
附

　
（
社
協
会
長　

感
謝
状
）

⑴　

共
同
募
金
へ
の
寄
附

　
　

個
人

　
（
５
万
円
以
上
の
寄
附
）

一
関
支
部

　
　

小
野
寺　

昭　

二

千
厩
支
部

　
　

梅　

森　

恒　

善

⑵　

共
同
募
金
へ
の
寄
附

　
　

団
体

　
（
５
万
円
以
上
の
寄
附
）

一
関
支
部

　
　

曹 

洞
宗
岩
手
県
第
七

教
区
寺
族
会

　
　

一 

関
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

　
　

一 

関
市
女
性
セ
ン

タ
ー
自
主
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
実

行
委
員
会

　
　
日 

蓮
宗
岩
手
県
宗
務
所

　
　

一 

関
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
一
関
支
部

　
　

第 

29
回
歳
末
助
け
合

い
市
民
芸
能
ま
つ

り
実
行
委
員
会

　
　

北
上
製
紙
株
式
会
社

　
　

西
光
寺

　
　

連 

合
岩
手
一
関
地
域

協
議
会

　
　
Ｎ 

Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
ダ
ク
ツ
労
働
組

合
一
関
地
区
本
部

　
　

Ｎ 

Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株

式
会
社
一
関
工
場

　
　

東
磐
運
送
株
式
会
社

　
　

有
限
会
社
澁
屋

　
　

有 
限
会
社
千
代
田
美

容
室

花
泉
支
部

　
　

花
泉
町
仏
教
会

　
　
花
泉
古
代
稲
生
産
組
合

千
厩
支
部

　
　

一 

関
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
協
会
千
厩
支
部

　
　

一 

関
市
地
域
婦
人
団

体
協
議
会
連
合
会

　
　

千 

厩
町
婦
人
協
議
会

千
厩
地
区
婦
人
会

８
．
そ
の
他
福
祉
関
係
功

　
　

労
者

　
（
社
協
会
長　

感
謝
状
）

千
厩
支
部

　
　

丸 

与
奥
玉
株
式
会
社

千
厩
工
場

９
．
家
庭
介
護
者
褒
賞

　
（
社
協
会
長　

褒
賞
状
）

　
（
８
年
以
上
の
介
護
）

一
関
支
部

　
　

伊　

藤　

富
美
子

　
　

瀧　

澤　

久　

子

　
　

岩　

渕　

弥
栄
子

　
　

佐　

藤　

よ
り
子

　
　

大　

井　

梶　

子

　
　

吉　

田　

啓　

子

花
泉
支
部

　
　

佐　

藤　

あ
い
し

　
　

阿　

部　

よ
し
子

　
　

小
野
寺　

光　

男

　
　

木　

村　

恭　

二

　
　

及　

川　

睦　

子

　
　

小
野
寺　

友　

子

　
　

菅　

原　

哲　

子

大
東
支
部

　
　

岩　

渕　

岩　

人

千
厩
支
部

　
　

菅　

原　

正　

子

東
山
支
部

　
　

鈴　

木　

き　

よ

10
．
中
央
共
同
募
金
会
会

　
　

長
感
謝
楯
・
感
謝
状

本
部

　
　
一 
関
市
役
所
職
員
一
同

　
　
第 
29
回
歳
末
助
け
合
い

　
　
　

市
民
芸
能
ま
つ
り

　
　
　

実
行
委
員
会

　
　

小
野
寺　

昭　

二

11
．
岩
手
県
共
同
募
金
会

　
　

会
長
感
謝
状

⑴　

寄
附

一
関
支
部

　
　

田　

村　

す
み
子

　
　
Ｎ 

Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
ダ
ク
ツ
労
働
組

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度

に
開
催
す
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷

い
わ
て
大
会
」
に
お
い
て
、
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
又
は
聞
こ
え
な
い
選
手
・
役
員
及
び
観
客
の

方
々
に
対
し
、
開
会
式
、
閉
会
式
及
び
競
技
会

場
等
に
お
い
て
手
話
・
要
約
筆
記
及
び
筆
談
に

よ
る
情
報
の
伝
達
や
案
内
等
を
行
う
『
情
報
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
募
集
し
ま
す
。

(http://w
w
w
.iw
ate2016.jp/)

【
募
集
期
間
】

　

十
月
一
日
㈬
か
ら
十
一
月
三
十
日
㈰
ま
で

【
募
集
要
件
・
募
集
種
別
】

　

平
成
九
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

（
高
校
生
を
除
く
）
で
か
つ
次
の
要
件
を
満
た

し
、
県
委
員
会
が
主
催
す
る
情
報
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
及
び
事
前
研
修
等
へ
の
参
加

並
び
に
大
会
期
間
中
の
活
動
が
可
能
な
方
。

　

１
．
手
話

　
　

 

日
常
会
話
が
手
話
で
で
き
る
程
度
の
手
話

能
力
の
あ
る
方

　

２
．
要
約
筆
記
（
①
手
書
き
・
②
パ
ソ
コ
ン
）

　
　

 

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
を
受
講
中
の
方

又
は
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
方

　

３
．
筆
談　

筆
談
に
関
心
の
あ
る
方

【
問
合
せ
先
】

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

電　

話　

〇
一
九

－

六
二
九

－

六
四
九
五

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
一
九

－

六
二
九

－

六
四
八
四

希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷

い
わ
て
大
会
『
情
報
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
』
募
集

いちのせき社協だより 4



水
難
物
故
者
・
一
般
物
故
者
を
追
悼

　

昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ
ン
台
風
、
翌

二
十
三
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
と
二
年
連
続
で
の

台
風
襲
来
で
一
関
地
域
で
は
磐
井
川
の
堤
防
決

壊
な
ど
で
市
街
地
は
濁
流
と
化
し
、
瞬
時
の

う
ち
に
死
者
・
行
方
不
明
者
五
百
七
十
三
名
、

二
千
七
百
五
十
戸
の
家
屋
の
損
壊
、
五
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
田
畑
の
流
失
な
ど
未
曾
有
の
損
害
を

蒙
り
ま
し
た
。

　

そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
を
偲
び
追
悼
の
誠

を
捧
げ
る
た
め
八
月
二
十
日
、
第
六
十
七
回
水

難
物
故
者
・
一
般
物
故
者
追
悼
法
要
を
一
関
仏

教
会
と
合
同
で
磐
井
川
聖
観
音
像
前
に
お
い
て

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

法
要
は
、
六
時
三
十
分
よ
り
開
会
し
市
長
、

市
議
会
議
長
、

消
防
団
長
の

追
悼
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、

遺
族
の
方
等

で
焼
香
を
行

い
、
終
了
後
、

燈
籠
流
し
を

行
い
台
風

等
で
犠
牲
と

な
っ
た
方
々

の
供
養
を
行

い
ま
し
た
。

中
学
生
が
職
場
体
験
で
学
ぶ

　

花
泉
支
部
で
は
七

月
八
日
か
ら
十
日
ま

で
の
三
日
間
、
花
泉

中
学
校
二
年
生
二
名

の
社
会
体
験
学
習
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
花
泉
中
学

校
に
お
け
る
進
路
学

習
の
一
環
で
、
働
く

こ
と
の
意
義
や
目
的

を
理
解
し
、
夢
や
希
望
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

り
、
主
体
的
に
自
己
の
進
路
を
選
択
、
決
定
し

よ
う
と
し
た
り
す
る
能
力
や
意
欲
・
態
度
な
ど
、

望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
内
の
数
あ
る
事
業
所
の
中
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
体
験
を
希
望
し
た
二
名

が
、
緊
張
し
た
様
子
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
講

話
、
事
務
所
業
務
、
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
業
務

や
利
用
者
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
体
験
と
い
っ
た
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
を
三
日
間
で
体
験
し
、
閉
会

の
際
の
感
想
発
表
で
は
堂
々
と
し
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
日
、
中
学
生
か
ら
い
た
だ
い
た
お
礼
状
に

も
、
仕
事
を
終
え
た
達
成
感
が
気
持
よ
か
っ
た

で
す
。
お
年
寄
り
と
の
交
流
で
楽
し
く
学
べ
ま

し
た
。
プ
ロ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
間

近
で
見
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
福
祉
は
本
当

に
色
々
な
人
が
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
等
、
若
い
感
性
で
様
々
な
こ
と
を
吸

収
し
成
長
し
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

「
ゆ
ん
づ
き
っ
て
何
？
」
昔
を
知
る

〜
夏
休
み
ふ
る
さ
と
探
検
隊
〜

　

八
月
八
日
に
、「
夏
休
み
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」

を
開
催
し
、
興
田
小
学
校
の
二
、三
年
生
の
希

望
者
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
時
に
大
東
開
発
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
市
営

バ
ス
を
利
用
し
て
市
之
通
地
区
へ
行
き
、
市
之

通
自
治
会
館
で
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
二
十
名

と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
小
学
校
の

校
歌
や
運
動
会
の
応
援
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
か
ら
は
、
昔
は
勉

強
す
る
に
も
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も
な
く
苦
労
し

た
こ
と
や
何
時
間
も
歩
い
て
分
校
に
通
っ
た
こ

と
、
雪
道
を
歩
く
と
き
は
長
靴
も
な
く
「
ゆ
ん

づ
き
」
を
履
い
て
歩
い
た
こ
と
な
ど
昔
を
思
い

出
し
な
が
ら
子
ど
も
達
に
幼
少
期
の
こ
と
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
お
や
つ
体
験
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
に
自
家

製
味
噌
を
つ
け
て
皆
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼

食
は
、お
ば
あ
さ
ん
達
お
手
製
の
「
す
い
と
ん
」

を
お
腹
い
っ
ぱ
い
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児

童
は
、「
昔
の

話
を
聞
い
て

び
っ
く
り
し

た
」「
何
時
間

も
か
け
て
学
校

に
歩
い
て
通

う
っ
て
す
ご
い

と
思
っ
た
」「
す

い
と
ん
も
キ
ュ

ウ
リ
も
お
い
し

か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
伊
東
重
雄
会
長
は
、

「
子
ど
も
達
と
一
緒

に
食
事
が
で
き
て

心
が
和
ん
だ
。
子

ど
も
が
い
る
家
庭

が
少
な
く
な
っ
た
。

孫
の
よ
う
な
子
ど

も
達
と
い
ら
れ
る

時
間
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」
と
笑

み
を
浮
か
べ
な
が

ら
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
興
田
地
区
福
祉
活
動
推
進
協

議
会
（
小
山
耕
一
会
長
）
が
、
長
期
休
暇
中
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
バ
ス
乗
車
体
験
、

歴
史
学
習
な
ど
を
目
的
と
し
開
催
。

　

ゆ
ん
づ
き
＝
藁わ

ら

で
造
っ
た
長
靴

イ
キ
イ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
!!  

元
気
い
っ
ぱ
い
「
イ
キ
イ
キ
教
室
」

　

第
四
回
イ
キ
イ
キ
教
室
を
七
月
十
一
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
在
宅
の
知
的
障
が
い
を
持
つ

方
五
名
と
手
を
つ
な
ぐ
会
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
社
会
参
加
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
四
回
目
は
遠
足
と
い
う
こ
と
で
室
根
山
の

牧
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
昼
食
を
食
べ
、

大
東
の
室
蓬
館
の
パ
ン
屋
さ
ん
へ
見
学
、
買
い

物
に
行
き
ま
し
た
。
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イ
キ
イ
キ
教
室
は

千
厩
農
村
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
は
「
楽
し

い
。
今
度
は
ど
こ
に

行
く
？
」
と
い
つ
も

以
上
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
キ
イ
キ
教
室
を
通
し
て
、
相
互
の
交

流
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
生
き
が
い
づ
く
り
の

一
助
と
な
れ
る
よ
う
企
画
立
案
及
び
運
営
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
頭
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
」

〜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会
〜

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修

会
を
六
月
二
十
四
日
、
東
山
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
十
六
サ
ロ
ン
が
活
動

し
て
お
り
十
一
サ
ロ
ン
か
ら
十
八
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
講
師
は
、
松
川
栄
一
大
東
町
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
会
長
を
は
じ

め
会
員
二
人
の
方

か
ら
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
参
加
者

の
緊
張
を
ほ
ぐ
す

雰
囲
気
づ
く
り
か

ら
始
ま
り
、
ボ
ー

ル
や
タ
オ
ル
を

使
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
、
し
か
も
筋
ト
レ
に
も

な
る
介
護
予
防
の
体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
爆
弾
ゲ
ー
ム
や
字
抜
き
歌
、
手
拭

い
リ
レ
ー
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

頭
と
体
を
使
っ
て
、
大
声
を
出
し
て
笑
っ
て
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
サ
ロ
ン
で
さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
声
や
「
字
抜
き
歌
が
難
し
か
っ
た
ね
。
少
し

練
習
し
な
い
と
出
来
な
い
ね
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
地
域
で
み
ん
な
が
楽
し
く
生
き
る
」

〜
第
九
回
室
根
地
域
づ
く
り
講
演
会
〜

　
「
第
九
回
室
根
地
域
づ
く
り
講
演
会
」
を
、

六
月
十
七
日
㈫
に
室
根
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。「
こ
の
地
域
で
み
ん
な
が

楽
し
く
生
き
る
」
と
題
し
、
い
わ
て
東
山
歴
史

文
化
振
興
会
長
の
佐
藤
育
郎
氏
に
ご
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
近
な
室
根
神
社
の
歴
史
や
森
は
海
の
恋
人

植
樹
祭
を
例
に
、「
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る

人
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
優
れ
た
部
分
が
絶
対
あ

る
は
ず
」
と
そ
の
地
域
地
域
の
歴
史
・
風
土
・

に
お
い
・
味
を
大
切
に
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は

の
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
欲
し
い

と
、
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、
地
域
の
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
互
い
に
声
を
掛
け
合
え
る
こ

と
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
誰

に
と
っ
て
も
住
み
よ
く
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
講
師
先
生
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
教
室

を
精
力
的
に
展
開
す

る
中
で
、
一
関
の
良

さ
を
全
国
に
発
信
し

て
交
流
を
深
め
地
域

を
高
め
る
手
法
を
ユ

ニ
ー
ク
に
話
さ
れ
、

参
加
者
五
十
一
名
は

終
始
笑
い
声
が
絶
え

ず
、
あ
っ
と
い
う
間

の
一
時
間
で
し
た
。

チ
ー
ム
一
丸
！
僅
差
の
大
会

　

川
崎
地
域
の
六
十
歳
以
上
六
百
五
十
人
が
参

加
し
「
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
七
月
一
日
体

育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
う
で
っ
こ
広
げ
で
ー
」
と
ズ
ー
ズ
ー
弁
の
準

備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

川
崎
保
育
園
児
が
黄
色
の
襷
掛
け
で
登
場
し
、

♪
ソ
ー
ラ
ン
・
ソ
ー
ラ
ン
♪
と
賑
や
か
に
「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
、
か
わ
い
い
演
技
に
和

ま
さ
れ
て
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ボ
ー
ル

を
背
伸
び
し
て
頭
上

か
ら
送
る
ボ
ー
ル
送

り
や
、
ゲ
ー
ト
を
通

過
し
な
い
と
ハ
ン

デ
ィ
が
課
せ
ら
れ
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
リ

レ
ー
、
パ
ン
食
い
競

争
は
、
盛
ん
に
声
援

が
送
ら
れ
て
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
続
出
、
安

全
運
転
パ
ー
ト
二
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
な
の
で
操
作
が
う
ま
く
い
か

ず
、
ボ
ー
ル
が
あ
ち
こ
ち
に
転
が
り
珍
プ
レ
ー
、

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
続
出
。
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ

た
大
会
で
、
成
績
も
僅
差
で
し
た
が
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
行
政
区
合
同
の
サ
ロ
ン

　
「
本
郷
ふ
れ
あ
い
茶
話
会
」
は
平
成
十
五
年

五
月
に
設
立
し
、
毎
月
一
回
本
郷
白
藤
交
流
館

を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
の

特
徴
は
、
本
郷
地
区
九
区
、
十
区
、
十
一
区
の

三
行
政
区
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
開
催
し
て
お
り
、

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
本

郷
地
区
は
、
地
元
の
寺
で
あ
る
藤
勢
寺
を
中
心

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
過
去
か
ら
行
事
や

学
校（
分
校
）の
取
り
組
み
を
常
に
一
緒
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
行
う
サ
ロ

ン
は
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
、
お
茶
飲
み
話
を
し
な
が
ら
健
康

講
習
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
数
が
少
な

く
面
積
が
広
い
地
域
に
お
い
て
は
課
題
が
色
々

あ
る
中
で
、
会
長
の
佐
藤
辰
吉
さ
ん
は
、「
こ

れ
か
ら
も
地

域
の
み
な
さ

ん
と
心
身
の

健
康
や
生
き

が
い
づ
く
り

に
な
る
よ
う

に
取
り
組
ん

で
い
き
た

い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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生
き
生
き
ク
ラ
ブ
（
会
長
佐
藤
ア
エ
子
、
会

員
二
十
二
人
）
は
、
東
山
町
松
川
第
二
区
老
人

ク
ラ
ブ
内
の
女
性
部
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
の
人
を
作
ら
な
い
こ
と
を
目
的

に
月
一
回
定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
外
に
出

て
み
ん
な
と
語
ら
い
、
手
や
足
、
頭
を
使
い
、

腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

ま
す
。
疲
れ
た
時
に
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
毎
月
一
回
老
人
福

祉
施
設
を
訪
問
し
た
り
、
松
川
保
育
園
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
忙
し
く
駈
け
ず
り
回
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
自
治
会
主
催
で
盆
踊
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
に
花
を
添
え
、
流
し

そ
う
め
ん
を
担
当
し
ま
し
た
。
流
れ
て
く
る
め

ん
に
老
若
男
女
ス
リ
ル
と
満
腹
感
を
味
わ
い
夜

の
祭
典
「
区
民
の
つ
ど
い
」
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
今
年
で
創

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
団
体
等
が
主
催
す
る
行
事
の
際
に
、

お
子
さ
ん
の
あ
ず
か
り
を
行
う
託
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
保
育
士
の
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。「
子
ど
も
が
好
き
」
と
い

『
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
』
〜
生
き
が
い
づ
く
り
創
立
二
十
周
年
〜

目標額　19,980,000円 目標額　22,140,000円
市民の皆様から寄せられた募金は、

● 地域福祉推進事業　　　　　　● ふれあいサロン
● 在宅介護者リフレッシュ事業　● 社協だよりの発行
など事業展開するための費用の一部に助成されています。

40,000円

赤い羽根共同募金
　共同募金は、民間福祉事業を支援するため、社会福祉法
により制度支援されている募金です。
　寄付や募金活動という誰もが参加できる活動を通じて、
社会福祉に対する理解を深めていただくとともに、ご協力
をお願いしているところです。

●10月1日から

歳末たすけあい運動募金
　「みんなでささえあうあったかい地域づくり」をスローガ
ンに、歳末たすけあい運動募金をお願いします。
　新たな年を迎える時期に、支援を必要とする方々に対し、
地域で安心して暮らすことができるよう生活支援を中心に、
助成を行ってまいります。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。（12月
１日から募金活動を行います。）

●12月1日から

立
二
十
周
年
を
迎
え
、
現
在
、
記
念
誌
の
発
行

と
記
念
式
典
を
企
画
中
で
す
。

う
気
持
ち
を
地
域
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め

に
お
貸
し
下
さ
い
。

　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
社
協
各
支
部
に
登
録
の
上
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
二
三

－六
〇
二
〇
）
ま
で
。

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

本　　部
一関市 岩手民謡克峰連合会　

会主　佐　藤　克　雄様 50,000円
一関市 しののめ筝糸会様 22,105円
一関市 どんぐりの会様 49,002円
一関市 一関市倫理法人会様 100,000円
一関市 一関地区保護司会　

第25回チャリティー踊りの会出演8団体 様 50,000円

一関支部
台町 菊　地　　　脩様 30,000円

花泉支部
花泉町 股旅舞踊　花夢企画様 20,000円
花泉町 花泉ダンス同好会　　

会長　阿　部　すみ子様 10,000円
老松字四日市場 阿　部　匡　良様 50,000円
涌津字熊ノ倉 黒　澤　敬　喜様 100,000円
花泉町 一関市役所花泉地域職員互助会様 30,000円
老松字藤田 及　川　好　道様 50,000円

大東支部
猿沢字小向 首　藤　和　夫様 車イス3台
大東町 一関商工会議所女性会大東支部

　支部長　佐　藤　一　四 30,000円様
気仙沼市 一文字美咲実行委員会様 50,000円
猿沢字山崎 菊　地　弘　悦様 50,000円
中川字菅ノ沢 及　川　正　典様 30,000円
渋民字続石 三　浦　二三男様 50,000円
摺沢字栃折沢 加　藤　宏　行様 30,000円
渋民字関ノ上 佐　藤　　　福様 50,000円
大東町 沖田社交ダンスサークルスイトピー

代表　佐　藤　秀　子様 5,000円
猿沢字金取西沢 金　　　拓　男様 タオル147枚
中川字篠ケ崎 佐　藤　勝　男様 100,000円
中川字篠ケ崎 佐　藤　昭　子様 30,000円

千厩支部
千厩町 千厩むつみ会　　　　

代表　村　上　ウメ子様 7,618円
磐清水字中上 故鈴木一美様　ご家族様 30,000円
千厩字中上 金　野　守　廣様 50,000円
千厩字中木六 村　上　寛　治様 50,000円

奥玉字梨木洞前 千　葉　良　弘様 50,000円
千厩字北方 千　葉　雅　子様 50,000円
千厩字北方 菊　地　　　保様 100,000円
清田字市道 千　葉　正　勝様 50,000円

東山支部
長坂字長平 吉　田　　　茂様 50,000円
松川字台 松川婦人会　　　　　

会長　千　葉　洋　子様 タオル135枚
長坂字町 鈴　木　多江子様 100,000円
田河津字野土 田河津婦人会　　　　

会長　小野寺　克　子様 50,000円
長坂字柴宿 天寿会　　　　　　　

会長　高　橋　長　一様 タオル44枚
長坂字東本町 小　原　結衣菜様 4,200 円

室根支部
折壁字大里 藤　代　武　志様 50,000円
矢越字射勢沢 及　川　祐　一様 50,000円
千厩町小梨字畑ノ沢 伊　藤　清　一様 50,000円
折壁字樋口 加　藤　美津男様 100,000円
折壁字絵図下 小　山　幸　久様 50,000円
折壁字天神下 齋　藤　　　守様 50,000円
室根町 一関市ゲートボール協会室根支部

支部長　千　葉　繁　美様 12,136円
矢越字桜 櫻　田　　　悟様 50,000円
折壁字笹森 小　山　勝　雄様 100,000円
折壁一丁目 奥　野　　　実様 50,000円
矢越字窪田 千　葉　　　肇様 50,000円

匿　　　名 50,000円
匿　　　名 50,000円

川崎支部
川崎町 第７回川崎中学校卒業生一同様 20,000円

匿　　　名 30,000円
匿　　　名 100,000円
匿　　　名 30,000円

藤沢支部
藤沢町 琴城流大正琴東磐井支部

支部長　菅　原　福　江様 30,000円
藤沢町 藤沢町芸術文化協会　

会長　熊　谷　達　男様 20,000円

まごころ寄附の使いみち
　皆様から頂いた、まごころ寄附は、「小地域福祉推進事業（地区福祉活動推進協議会等への助成）」
「ふれあいサロンへの助成」「ボランティア事業」など地域福祉を推進するための貴重な財源となっ
ております。
　９月　社協だよりの発行　　11月　ゆいっこ広場in藤沢・在宅介護者の集い　の事業費の一部
に使われます。

♥ 平成26年6月から平成26年8月末までに、市民の皆様からご寄附がありました。まごころ寄附
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